
西播におけるヒ口オビミドリシジミの分布に関して

現在日本には10科約 216種( 迷蝶を含む) の蝶が分布す
ることが知られてし、るが、その中には一般に Zephylus
とよばれているミドリシジミのグ、ループがある。ここに
し、う Zephylus とは、そよ風と L
7月にかけて食草の樹上( 主としてクヌギ、プナ、カシ
ワ等のブナ科) に多く見られ、朝な夕な活発に活動し、
日あたりのL、し、木々のこずえを日の光をうけて特有のミ
ドリ色の郊をきらきらかがやかせながら盛んに飛びまわ
っている姿は実に美しいものである。しかしこの反面、
日中はあまり活発に活動せず、樹上に静止していること
が多く、したがってこれらの性質を利用して 5 m以上も
あるツナギザオの先にネットをつけ、木々の枝をたたき
まわり、おどろいて飛び出すところを採集するのであ
る。
現在日本にはオオ t ドリシジミをはじめとして、全部
で13属23種の Zephylusが分布していることが知られて
いるが、この中にはヒサマツミドリシジミのように、そ
の個体数が極端に少ないがために、いまだにその生活様
式の判明しない種類もある。一般にこれら Zephylus の
中には大変その特徴が近縁種と類似しているものが多
く、われわれ蝶を研究しているものにとってはその同定
においてまちがL、をおかしやすいグループの一つででも
ある。ここにのベるヒロオピミドリシジミもその例外で
はなく、その特徴が近えんのエゾミドリシジミやオオミ
ドリシジミに大変よく似ているがために、今までこれら
近縁の種と混同され、ごく最近になってこれら近縁種よ
り分離され新種として記載されたものである。本種は一
見エゾミドリシジミにその特徴が似ているが、麹裏面の
白帯が巾広く、地色もより明るいこと、また後麹裏面の
第 1 b 室の燈色斑は紅角部と第2室の両燈色斑の上部を
連絡するのみ( この特徴はどちらかといえば、むしろオ
オミドリシジミやジョウザンミドリシジミに似ている。
原色昆虫大図鑑より) 等の点で区別出来うる。さらに、
またそのいずれもが低地性であるがゆえに必ずといって
L  、し、ほどヒロオビミドリシジミと同一地方でその姿を見
ることの出来るオオミドリシジミとは、麹表外縁の黒帯
がオオミドリシジミ程細くならないこと、裏面白帯がよ
り巾広レこと等により一見して区別されうるであろう。
本種ヒロオビミドリシジミは現在兵庫県をはじめ、山
口県、広島県、岡山県、鳥取県等、西日本全域に広く分
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布していることが知られており、本県においても佐用郡
久崎町がその産地として古くから有名である。以前より
同地方へは、姫路をはじめ神戸、大阪あたりから多数の
採集者がおしかけ、さらに最近では遠く名古屋、東京方
面からも採集にやって来るようになった。私も毎年1回
は必らず同地をおとずれ、本種を採集してし、るものの 1
人であるが、ここ 2、 3年の採集者の激増のせレか、そ
の個体数は以前に比べて相当減少してしまったように思
われる。ところで本種の県下における分布に関しては、
その産地が西部の交通不便の地にかたよっているがため
に、さらにまた、同地方における同好の志の少ないとい
うことも関連して、ほとんど未調査の状態にあるといっ
ても過言ではないように思われる。まだ私が学生で‘あっ
たころ、毎年久崎をおとずれるたびごとに、その途中に
展開する山々の様子をみて、時聞をかけてたんねんに調
査すれば久崎以外にもきっと. . …と何度恩ったか知れな
し、。卒業後、久崎にそう速くない赤穂( 兵庫県立赤穂高
等学校) に勤務するようになったのを幸いに、以来近く
の山々を歩くチャンスにめぐまれ、現在では注目すべき
多産地も 2 、3判明するにし、たったので、一応中開発表
の意味で、これまでの記録をまとめて、ここに報告して
おく。
1. 船越一海内一水根ー青木一上石井
このコースは以前( 1959. 6. 

あり現在は三菱T R Wに勤務しておられる中谷貴寿氏と
ともに、はじめて蝶をおったコースであり、この時、青
木で 2 古sを得たのが最初である。( この事に関しては
兵庫生物 V ol. 4 ， No. 
37九の小さなナラカシワしか存在しなかったこのコース

して本種の個体数も激増したように思われる。現在この
コースを時聞をかけてたんねんに採集して歩けば、 1 日

ワ林のある所ならどこでも本種の姿を見ることが出来る
が、そのうちでも特に海内一水根聞の、ゆるいのぼりに
なった約 2伽ほどの聞と、船越から海内へぬける峠の海
内側の傾斜面に多いようである。時期は年によって多少
の差はあるが、大体 6月中旬~ 下旬がし、し、ょうで、ちょ
うどこの時期は同地方における田植の最盛期でもある Q

1962. 6. 23， 7  3 ♀早 (Col &  poss， 1. 1.) 
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1963. 6. 23， 9  O 古， 3 ♀♀ (Co1 &  poss， I. I.) 
1963. 6. 23， 4 古古 8 ♀♀ (Co1&poss，K.N.) 
1963. 6. 23， 3 古古 2 ♀♀ (Co1&poss，K.T.) 
1963. 6. 23， 1 古 (Co1S. Y. poss I. I.) 
1964. 6. 27， 18♀♀， 14 O 古 (Co1 &  poss， I. I.) 
なお以上の他にも何時期にこのコースを歩けばウスイ
ロオナガシ、/ ミ (  6 古平 I. I， 3  O ♀ K. T ， 5 古
♀. K .  N  以上L、ずれも 1963.6.23採集) ミズイロオナ
ガシジミ( 多産) 、オオ i ドリゾレ; ; ( やや多産) 、ウ
ラジロミドリシジミ (4 ♀♀， 9  O  O. I. I， 9 ♀♀， 
5  o 古. K. N ， 9 早♀ 2 古古. K. T.) 等にまじっ
て、注目すべきものとしてウスイロヒョウモンモドキ
( 大山や段ケ峰、峰山等に産する個体に比べてやや大形
であり、高度の関係上発生も以上の地より約10日ほと早
しうや、 i スジチョウ( 1962.6.23，Co1 &  poss， I. I.) 
が得られる。
2. 三日月一渋谷一三原一富満一大杉野一野桑
三原から三日月へののぼりは、さしてきつくはなし、か
相当に長く、途中道の両側は松、スギ等の針葉樹が多
く、あまり蝶の採集にはむかないようであるが、それで
も渋谷部落の登り口と、三原へぬける峠あたりにはカシ
ワを主とした雑木林があり、ここに本種が比較的多産す
る。
1963. 6. 16， 4-早♀， 7 古<3 (Co1 &  poss， I. I.) 
1964. 6. 20， 4 ♀♀， 2  o 古 (Co1 &  poss， I. I.) 
三原から大杉野までの聞は、ほとんど尾根ばかりの変
化のなレ道がたんたんとつづき、この地方の山ならどこ
でもそうであるように、その両側は低し、アカマツやクロ
マツを主とした雑木林となっており、ほとんと見るべき
ものは得られない。本種ヒロオビミドリシジミのみを採
集目的とする場合は、三原からひきかえす方がし、L、ょう
である。また大杉野から野桑への下だり道には、その中
間あたりの左手がやや深レ谷になった所に、ごくせまい
範囲にわたってカシワ林が出来ており、ここにもわずか
ではあるが本種の姿をみることが出来るつ
1963. 6. 15， 2 ♀♀， 5  O  O  (Co1 &  poss， I. I.) 
1963. 6. 16， 1 ♀， 4  o 古 (Co1 &  poss， I. I.) 
なお参考ーまでにこのコースで採集された他の Zephy-

lus をあげてみると次のようなものがある。スイロオ
ナカンシ (51 O ♀)、 ウラナミアカシジミ (18♀♀， 

15古古) 、ウラジロミドリシジミ( 16古古， 3 ♀♀) 、オ
オミドリシジミ (13 O  O ， 6 ♀♀) 以上いずれも 6月15

マタラシジミを多数採集出来る。
3. 上石井一奥海ー桑村
木コースは 1 のコースとほとんど同じ場所にあり、こ
こにヒロオビミドリシジミが産することは十二分に考え
られることであるミ上石井一奥海聞には左手にカシワ林
が少々あり、ここに Zephy1us が多産する。採集される
種類は他の 2 コースと大差ないが、ヒロオヒは lのコー
スに比べてやや少ないようである。なおこのコースも奥
海に近づくにつれて雑木が多くなり、クモガタヒョウモ
ンやメスグロヒョウモンがやたらに自につく以外、
Zeph の望みはまずなレように思われる。また桑村より
船越へぬける道が50，000分の 1の地図にはっきり出てし、
るけれども、現在ではほとんど人が通らぬ道であり、さ
らに途中地図にない間道が相当数あって、始めての人で
あれば道に迷うことうけあし、であるので、桑村から同じ
コースをひきかえされる事をおすすめする。
1962. 6. 17， 1 ♀， 9 古古 (Co1 &  poss， I. I.) 
4. 瓜生三被山一金出地
本コースにおいてヒロオビミドリシジミが採集出来る
のは、瓜生一三濃山ののぼりの前半であるが、個体数は
多くなし、。
1963. 6. 16， 3 早早， 2 古古 (Co1 &  poss， I. I.) 
現在のところヒロオビミドリシジミが確実に産するこ
とが判明したのは大体以上の 4 コースのみである。何分
にも木種の成虫の発生時期がこく限られた短かレ期間で
ある上に、ちょうどその最盛期が梅雨期と合致している
がために、調査に出かけるチャンスはごくわずかしかな
く、過去 3年間調査を行なっても、まだその大部分が未
調査のままのこされているとレったような状態である。
今後これらの地域も時闘がかかるであろうが、おいおい
調査していくつもりである。当地方には多産地久崎とそ
の地理的環境が大変よく類似している所が多く、今後調
査が進むにつれてますますその分布範囲は広がるであろ
う。
なお本文中採集者の項でI . 1 . とは岩村巌、 K. N. 
とは西垣憲治、 K. T. とは滝井邦輿の意、であり、後者
2人は、いずれも県立赤穂高等学校の生徒である。
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